






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































てはHelm B. 2010 Love, Friendship, and the Self。なお、愛についての学界
の近年の研究動向の概括としては同書と同じ著者の Stanford Encyclopedia の
記事（Loveの項目）およびKolodny, N., 2003, “Love as Valuing a Relationship”, 
















としてT. Jollimore Love’s Vision 2011がある。
6　価値の実在論と本論の立場との関係の問題についてはペンディングにする。
7　欲求の場合でも例えば「生というものはそうした欲求によって充実するもの
なのだ」というような理解がなければならない。
8　もっともこうした問題は上の二つに比べるとやや技術的レベルのものである
ように私には思える。行持の積極的意義については後の章で追及し直される
必要があるように思われる。
